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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　徳美様～食事量、水分量の低下があり、点滴3本/日　1日分処方となる。

・中村　聡様～疼痛時）カロナール1T　5回分処方。

・袴田　将志様～不眠時）レボトミン(25)錠 1 錠 、トリアゾラム(0.125)1錠　10回分処方。

・佐藤　セツ様～点滴同内容で1日分処方となる。

・沼畑　勲様～左手背の処置指示をもらう。拒否・不穏が強い際には、頓服薬を使用

するよう指示を受けている。

・戸耒　茂様～特別食のため、みそ汁はつけないでください。

＜入院・入室状況＞

【入院】

・島　龍太郎様　東D18

【転室】

・なし
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。余暇時は自室内をグルグル動き回っている。開放後はホールに飛び出し他者のコップを取るなど、落ち着かない様子の為、開放観察早めに終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。訴え頻回で内容は的を得ない。他者トラブルや危険行為なし。拘束部位の循環障害なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・両上肢拘束中。食事は拒否し代替え品も不要との事。内服は拒否なくスムーズ。拘束部位の循環障害はない。吸い飲みで水分数口摂取。対応穏やかで、礼節保たれている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。眼光の鋭さなく対面時穏やか。隠れ飲水行動はない。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・大久保　恵様～自室で過ごしているが、時折ホールに出て来てすぐ戻っていく。服薬時等声掛けに対しては行動応じているが、特に何かを話してきたりはしない。
・若沢　理子様～幻聴持続しているとの事だが、表情の硬さはなく対面時穏やか新聞紙をちぎって自室床に放置しており、片付けるよう促すと
「はい」と返事は行えているが、行動化はない。

・長瀬　伸也様～食後自ら服薬カート前に並んでロナセンテープを拒否なく貼付する。「手紙等来たら教えてください」と。穏やか。
・岡村　トミ様～悲観的訴えはないが、自身の希望をしつこく話す。説明にも理解乏しく自己中心的。
・木村　格治様～朝食全量摂取。腹部不快感や高圧的な言動なく、臥床して過ごす。
・鈴木　德美様～覚醒状態不良にて朝食不食。内服は時間を置き行うことできている。指示の点滴トラブルなく経過。
・松本　喜四郎様～「ハンマーとドライバー持ってきて」と車椅子を外すといった
返答聞かれ説明にも理解乏しい。不穏さや帰宅要求なし。
・下野　和生様～午前中は各バイタルサインの異常はないが、14：00に体温38.4℃と発熱あり、2点クーリング実施している。ほかバイタルサインの異常はない。痰鳴あり、適宜吸痰実施。白色粘稠痰多量に引けている。
＜安ケ平Dr診察情報＞

・和田　昌様～気分高揚さ目立つため、レボトミン（5）2T→ハロペリドール（1）2T　
1×朝夕食後へと変更し次回定期より開始。
・藤井　崇史様～女性患者に対する恋愛妄想聞かれているが過度ではない。情動不安
定ないため処方変更なし。
・河原木　泰志様～情動不安定さ無いため処方変更なし。

＜ＯＴ報告＞
・飯岡　未来様～声掛けにて参加。「大学に行く」など妄想様発言多く聞かれているが、最後まで部屋にいる事はできている。
・中村　真理子様～昨日、今日と作業室で泣き出す事があり、感情の不安定さ見られている。
・中村　聡様～作業室にきてもＳＷと相談がしたいと訴える事が多く聞かれている。

・入院でOT新規導入になっている患者様もいるので、確認して連れて来れるなら誘導をお願いします。

＜入院患者様情報＞
日時：R2.9.11　12：11

　　氏名：島　龍太郎（しま　りゅうたろう）様

生年月日：平成8年9月23日（23）

　　病名：アルコール依存症・気分障害

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr.

入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Dユニット

　(経過）

　小学5年生から中学3年生までいじめに遭っていた。その影響か思考がネガティブ
になりソワソワするようになった。その感情を打ち消したくてか中学2年生から高校3
年生まで友人宅からアルコールを盗みまた購入をして週3回のペースで飲酒していた。

（ビール500ml×3本）本人の父親はアルコール問題で本人が6歳時に離婚した経緯が
あり、母様を悲しませない為に家での飲酒は控えていた。高校卒業後陸上自衛隊に入隊、松島基地2年勤務で退職。その頃から飲酒量が増加。その後ホテル業に就くがパワハラ問題もあり、希死念慮が出現。アルバイトを始めても飲酒問題が原因で解雇され、また毎日ビール（量は不明）を6缶+焼酎、ワインを飲酒していた。アルコール購入目的で借金（120万）をした経緯もあり。自殺企図（ドアノブにタオルをかける）も3回あり。R2.7月航空自衛隊へ入隊。呑まないと動悸・気分の落ち込み・不安・不眠の症状が出現し9/4あおぞらクリニック隣のコンビニで泥酔状態で警察に保護される。上司の勧めにて9/8あおぞらクリニックを初診。9/5から禁酒はしているが、当院のアルコール依存症治療について説明をすると、加療の意志を示されたことから、同院紹介にてR2.9.11東病棟Dユニットへ任意入院となる。
　・洗濯　　：業者洗濯を検討中
・嗜好品　：5000円程度
　
